ご自分の衛生管理の取組をチェックしましょう！
付録１　衛生管理チェックシート　　　    
※ここでは、本ハンドブックで紹介した食中毒菌の農場への侵入やまん延を防ぐための取組と、家畜伝染病の発生の予防とまん延を防ぐための取組（飼養衛生管理基準で示されている内容）をチェックできるようになっています。飼養衛生管理基準のチェック項目のうち、本ハンドブックで紹介していない対策は水色にしています。
	１．管理体制の整備
	✓欄

	(1)
	作業手順を文書にして、作業を行う場所に置いている。
	[image: image1.png]




	(2)
	作業日誌を作成し、記録・保存している。
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	(3)

	作業日誌や検査結果、伝票などの記録（衛生管理区域に立ち入った者、家きんの導入・出荷、健康観察等に関する記録を含む）は少なくとも１年間、飼料の記録は同じく２年間保管している。
	[image: image3.png]




	(4)

	取組の効果を確認するために、カンピロバクターやサルモネラなどの検査結果を確かめている。
	[image: image4.png]




	(5)

	自らが飼養する家きんが感染する伝染性疾病の発生の予防やまん延防止に関する情報を把握している。
	[image: image5.png]




	２．農場や施設の衛生管理
	✓欄

	(1)

	農場の敷地を衛生管理区域とそれ以外の区域に、柵やロープなどを利用して分けている。
	 [image: image6.png]




	(2)

	衛生管理区域の出入口に立て看板などを設置し、関係ない人が入らないようにしている。
	 [image: image7.png]




	(3)
	衛生管理区域に立ち入った人の記録をつけている。
	 [image: image8.png]




	(4)

	衛生管理区域の出入口で、車両や立ち入る人の手指・靴の消毒ができるようにしている。
	 [image: image9.png]




	(5)

	　衛生管理区域の出入口で、立ち入る人に作業衣の着替えや作業靴のはき替えができるようにしている。
	 [image: image10.png]




	(6)

	　器具・器材は洗浄・消毒してから使っている。特に、他の畜産関係施設で使用したものを衛生管理区域に持ち込む場合には、洗浄・消毒をしている。
	 [image: image11.png]




	(7)

	　鶏舎の出入口付近に、鶏舎ごとに、手指の洗浄・消毒や作業靴のはき替えができるようにしている。
	 [image: image12.png]




	(8)

	建物のすき間や換気扇、排水口、扉、窓などから、野生動物が鶏舎に侵入するのを防ぐ対策を行っている。
	 [image: image13.png]




	(9)

	鶏舎の周りの雑草を取り除き、石灰散布やコンクリート舗装を行うなど、鶏舎の周りを整備している。
	 [image: image14.png]




	(10)
	購入飼料の製造管理や安全管理の状況を確かめている。
	 [image: image15.png]




	(11)
	購入後の飼料の微生物検査を行っている。
	 [image: image16.png]




	(12)

	飼料の保管場所に野生動物や昆虫が侵入・発生しないための対策を行っている。
	 [image: image17.png]




	(13)
	飼料や敷料が雨水などでぬれないよう気を付けている。
	 [image: image18.png]




	(14)

	鶏のふん便や死亡した鶏の保管場所には、ネットを設置したり忌避剤を散布したりするなど、適切に処理・保管している。
	 [image: image19.png]




	(15)

	消毒した水を使っている。貯水槽には、タンクにふたをするなど、野生動物のふん便などが入らないようにしている。
	 [image: image20.png]




	(16)
	排水溝や排水口は、汚物や汚水が溜まらない構造になっている。
	 [image: image21.png]




	(17)

	同日に畜産関係施設に立ち入った者や過去１週間以内に海外から入国した者は、衛生管理区域に立ち入らせないようにしている。※家畜防疫員、獣医師、飼料運搬業者等の畜産関係者は除く。
	 [image: image22.png]




	(18)

	過去２ヶ月以内に海外で使用した衣服や靴は衛生管理区域に持ち込まないようにしている。
	 [image: image23.png]




	(19)

	特定症状を確認した場合には、直ちに家畜保健衛生所へ通報することとしている。また、その際には家きんはもとより畜産物や排せつ物の移動は行わないこととしている。
	 [image: image24.png]




	(20)

	特定症状以外の異状を確認した場合には、直ちに獣医師の診療もしくは指導又は家畜保健衛生所の指導を受けることとしている。また、監視伝染病であることが確認された場合には、家畜保健衛生所の指導に従うこととしている。
	 [image: image25.png]




	(21)

	埋却のための土地の確保（成鶏100羽当たり概ね0.7㎡）、焼却又は化製のための準備をしている。
	 [image: image26.png]




	(22)
	大規模農場の場合、担当の獣医師又は診療施設を定めている。
	[image: image27.png]




	(23)

	大規模農場の場合、特定症状を確認した場合の家畜保健衛生所への通報ルールを定め、従業員に周知している。
	[image: image28.png]





	３．飼養時の衛生管理
	✓欄

	（１）ひなの導入前
	

	①
	鶏舎の壁や床のほこりを取り除き、床のひび割れはふさいでいる。
	 [image: image29.png]




	②
	　金網やネットが破れていないことを確かめている。
	 [image: image30.png]




	③
	　鶏舎内のネズミや昆虫などを駆除している。
	 [image: image31.png]




	④

	使用する器具・器材が汚れていないことや、ほこりが溜まっていないことを確かめ、清掃や洗浄、消毒している。
	 [image: image32.png]




	⑤
	　空舎期間中でも、鶏舎出入口を開けたまま放置していない。
	 [image: image33.png]




	⑥

	　衛生管理区域専用の作業衣や鶏舎ごとの作業靴と踏込消毒槽を準備している。
	 [image: image34.png]




	（２）ひなの導入
	

	①

	ひなが健康であることを確かめるとともに、ひなのふ化日やワクチン接種歴、種鶏場でのサルモネラ検査の結果が陰性であることを確かめている。
	 [image: image35.png]




	②
	一定期間、導入家きんと他の家きんを接触させないようにしている。
	 [image: image36.png]




	（３）日常の飼養衛生管理
	

	①
	農場作業者の健康状態をチェックしている。
	 [image: image37.png]




	②

	　衛生管理区域の出入口では、作業衣の着替えや作業靴のはき替えをしている。
	 [image: image38.png]




	③
	　鶏舎の出入口では、鶏舎ごとに専用の作業靴にはき替えている。
	 [image: image39.png]




	④

	踏込消毒槽の消毒液が汚れていないことを、使用するたびに確かめている。
	 [image: image40.png]




	⑤
	適度な飼育密度を保っている。
	 [image: image41.png]




	⑥
	鶏の様子を毎日観察し、記録をつけている。
	 [image: image42.png]




	⑦
	死亡した鶏は取り除いている。
	 [image: image43.png]




	⑧
	　鶏舎内の野生動物や昆虫などを定期的に駆除している。
	 [image: image44.png]




	⑨

	　経口ワクチンに使用する水の汚染に注意し、カルキを抜いた消毒水を使っている。
	 [image: image45.png]




	⑩

	　金網やネットが破れていないことを確かめ、破れていたらすぐに直している。
	 [image: image46.png]




	⑪

	　扇風機や換気扇、水道パイプや飼料パイプの上のほこりは、こまめに掃除している。
	 [image: image47.png]




	⑫

	　排水溝や排水口に、汚水・汚物が溜まっていないことを確かめ、溜まっていたら、すぐに取り除いている。
	 [image: image48.png]




	（４）鶏の出荷
	

	①
	　出荷する鶏に異常がないことを確かめている。
	 [image: image49.png]




	②
	　食鳥処理12時間前から餌切りを行っている。
	 [image: image50.png]




	③
	　洗浄・消毒されている輸送かごを使っている。
	 [image: image51.png]




	④
	　出荷に使用する車は消毒している。
	 [image: image52.png]




	⑤
	　出荷後に十分な空舎期間を設けている。
	 [image: image53.png]




	（５）鶏舎の洗浄・消毒・乾燥
	

	①
	　空になった鶏舎やケージの清掃・消毒をしている。
	 [image: image54.png]




	②

	　消毒前には、消毒薬の効果を十分に発揮させるため、敷料や鶏のふん便などを可能な限り取り除いている。
	 [image: image55.png]




	③
	　消毒薬を使う前に、鶏舎を水で十分に洗浄している。
	 [image: image56.png]




	④

	　取り除いた敷料や鶏のふん便、洗浄した水が他の鶏舎に入らないようにしている。
	 [image: image57.png]




	⑤
	　消毒薬は、鶏舎を十分に乾燥させた後、使用方法を守って使っている。
	 [image: image58.png]




	⑥
	消毒後も鶏舎を十分に乾燥させている。
	 [image: image59.png]




	⑦

	　作業中も、防鳥ネットを使用するなど、鶏舎出入口を開けたままにしていない。
	 [image: image60.png]
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